
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

境
内
の
桜
は
、
四
月
三
日

の
春
の
嵐
に
も
、
花
び
ら
を
散
ら
さ
ず
に
、
今
年
も

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
一
年
に
二
回
、
葉
を
落
と
す

楠
、
よ
う
や
く
、
や
わ
ら
か
い
陽
ざ
し
に
、
き
ら
き

ら
と
、
新
緑
も
目
に
鮮
（
あ
ざ
）
や
か
に
な
り
ま
し

た
。 

御
神
殿
の
東
側
で
は
、
う
す
紫
色
の
藤
の
花
、

正
面
参
道
の
西
側
に
は
、
白
い
藤
の
花
が
、
今
が
盛

り
と
咲
い
て
い
ま
す
し
、
裏
参
道
で
は
、
や
が
て
、

つ
つ
じ
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。 

季
節
も
、
春
か
ら

初
夏
へ
と
、
移
ろ
い
の
速
度
を
、
少
し
は
や
め
た
よ

う
で
す
ね
。 

と
は
い
い
な
が
ら
、
例
年
に
な
く
、

朝
夕
の
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

や
ス
ト
ー
ブ
を
仕
舞
い
込
ま
な
か
っ
た
の
が
、
奏
功

（
そ
う
こ
う
）
し
て
い
る
昨
今
、
ぐ
ず
つ
い
た
天
候

が
続
い
て
い
ま
す
よ
ね
。 

 

◇
花
は
、
た
と
え
散
っ
て
も
、
来
年
に
は
花
を
再
び

咲
か
せ
る
事
が
で
き
ま
す
し
、
満
月
の
月
も
、
欠
け

て
も
、
ひ
と
月
後
に
は
、
必
ず
満
ち
る
の
で
す
。 

し

か
し
、
私
た
ち
の
人
の
命
は
、
限
り
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
月
は
、
車
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
相
次
い
で
起
こ

り
ま
し
た
。 

京
都
の
祇
園
、
亀
岡
、
埼
玉
、
愛
知

で
は
、
車
が
、
登
校
中
の
児
童
の
列
や
花
見
の
観
光 

     

客
を
は
ね
る
事
故
、
さ
ら
に
は
、
群
馬
の
、
史
上 

最
悪
の
バ
ス
事
故
。 

痛
ま
し
い
事
故
で
す
よ
ね
。 

当
宮
で
は
、
新
車
を
購
入
さ
れ
て
、
交
通
安
全
祈
願

の
お
願
い
を
さ
れ
る
方
が
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

交
通
安
全
祈
願
祭
の
祝
詞
（
の
り
と
）
で
は
、「
た

と
え
、
心
は
急
ぐ
と
も
交
通
規
則
（
こ
う
つ
う
の
さ

だ
め
）
を
踏
み
違
（
た
が
）
う
事
無
く
、
安
（
や
す
）

ら
け
く
穏
（
お
だ
）
や
か
に
、
目
的
地
（
め
あ
て
の

と
こ
ろ
に
）
に
至
（
い
た
）
ら
し
め
給
（
た
ま
）
へ
」

と
奏
上
（
そ
う
じ
ょ
う
）
し
、
神
様
へ
の
仲
取
持
（
な

か
と
り
も
ち
）
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ

ま
で
以
上
に
、
祈
願
祭
を
、
さ
ら
に
厳
修
（
げ
ん
し

ゅ
う
）
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。 

◇
防
衛
大
学
校
の
村
井
教
授
は
、「
東
日
本
大
震
災

の
中
で
多
く
の
日
本
人
を
動
か
し
た
絆
（
き
ず
な
）

と
は
、
運
命
共
同
体
と
い
う
意
識
だ
」
と
仰
（
お
っ

し
ゃ
）
っ
て
い
ま
す
。 

絆
と
い
う
文
字
は
、
糸
偏

（
い
と
へ
ん
）
に
半
分
と
書
き
ま
す
が
、
語
源
は
、

布
地
（
ぬ
の
じ
）
の
形
成
に
あ
り
ま
す
。 
布
地
は
、

た
て
糸
と
よ
こ
糸
が
十
字
に
し
っ
か
り
と
結
び
合

っ
て
成
り
立
ち
、
そ
の
結
び
つ
き
が
緩
（
ゆ
る
）
け

れ
ば
、
布
地
は
、
丈
夫
（
じ
ょ
う
ぶ
）
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

私
共
、
日
本
人
は
、
し
っ
か
り
と
結
び
合

っ
た
、
と
て
も
丈
夫
な
、
運
命
共
同
体
で
あ
る
と
信

じ
て
い
る
人
間
の
集
団
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、

た
て
糸
で
あ
る
「
神
様
と
の
縁
、
祖
先
と
の
縁
、
血

縁
（
け
つ
え
ん
）」、
よ
こ
糸
で
あ
る
「
地
縁
（
ち
え

ん
）」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
集
団
な
の
で
す
。 

大

震
災
の
際
に
、
世
界
が
称
賛
（
し
ょ
う
さ
ん
）
し
た
、

自
分
を
犠
牲
に
し
て
他
人
の
幸
福
を
願
っ
た
、
利
他

主
義
的
（
り
た
し
ゅ
ぎ
て
き
）
な
、
日
本
人
の
行
動

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
、
い
わ
ゆ
る
精
神
的
な
支
え
と
な

る
思
想
、
気
骨
は
、
日
本
に
住
む
人
全
体
が
、
一
つ

の
運
命
の
下
に
あ
る
と
い
う
感
覚
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

そ
れ
こ
そ
が
、
運
命
共
同
体
意
識
で
あ

り
ま
す
。 

◇
前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
を

は
じ
め
、
私
共
を
と
り
ま
く
世
相
（
せ
そ
う
）
は
、

明
る
い
光
が
、
さ
し
こ
め
る
よ
う
な
状
況
下
（
じ
ょ

う
き
ょ
う
か
）
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

消
費
税
や
年

金
の
諸
問
題
、
こ
と
に
、
外
交
に
至
っ
て
は
、
独
立

国
に
は
あ
る
ま
じ
き
政
策
で
あ
り
ま
す
。 

今
の
政

治
が
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス 

デ
フ
ィ
シ
ッ
ト
（
統
治
｛
と

う
じ
｝
の
欠
損
｛
け
っ
そ
ん
｝」
だ
と
言
わ
れ
る
所

以
（
ゆ
え
ん
）
な
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
そ
の
政
治

の
主
役
で
あ
る
国
会
議
員
も
、「
ノ
ブ
レ
ス 

オ
ブ

リ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
、「
地
位
高
け
れ
ば
責
任
重
し
」

と
い
う
責
務
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な

宮
司
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い
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
◇
「
吐
（
は
）
く
」
と
い
う
漢
字
は
、「
口
」
偏
に

「
＋
（
プ
ラ
ス
）・
－
（
マ
イ
マ
ス
）」
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。 
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
に
は
、
積

極
的
な
前
向
き
な
明
る
い
「
プ
ラ
ス
言
葉
」
も
あ
れ

ば
、
消
極
的
で
悲
観
的
な
愚
痴
や
不
平
不
満
の
「
マ

イ
ナ
ス
言
葉
」
も
あ
る
の
で
す
。 

世
相
の
事
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、「
－
（
マ

イ
ナ
ス
）」
の
言
葉
で
し
た
よ
ね
。 

人
の
心
は
見

え
ま
せ
ん
が
、
見
え
な
い
人
の
心
を
形
に
し
た
の
が

「
言
葉
」
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
に
は
魂
が
宿
る
「
言

霊
（
こ
と
だ
ま
）」
だ
と
、
我
々
の
先
祖
は
考
え
て

き
ま
し
た
。 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
積
極
的
な
前

向
き
な
明
る
い
言
葉
に
は
、
き
っ
と
不
思
議
な
力
が

宿
る
は
ず
で
す
。 

「
吐
く
」
と
い
う
漢
字
か
ら
、

「
－
（
マ
イ
ナ
ス
）」
を
取
り
去
る
と
、「
叶
（
か
な
）

う
」
と
い
う
字
に
な
り
ま
す
。 

や
は
り
、
神
様
に

は
、
明
る
い
未
来
の
到
来
を
祈
り
、
そ
う
な
る
よ
う

努
力
す
る
事
を
お
誓
い
す
る
、
そ
の
敬
神
生
活
が
、

願
い
を
叶
え
さ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
日
本
人
全
体
が
、
運
命
共
同
体
と
い
う
意
識
を
再

認
識
し
、
利
他
主
義
的
な
行
動
を
心
掛
け
、
前
向
き

に
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
事
が
、
危
機
の
中
に
あ
る

日
本
を
前
進
さ
せ
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

皆
様
も
ど
う
か
、
清
く
明
る
く
正
し

く
直
く
、
前
向
き
に
過
ご
さ
れ
、
思
い
や
望
み
が
叶

う
生
活
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
四
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
四
月
一
日 

、
十
五
日 

▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
四
月
七
日
～
八
日 

  

▼
荒
神
社
（
六
連
島
）
例
祭 

四
月
九
日 

 

▼
舟
島
祭 

＊
四
月
十
四
日 

 
 

◆
舟
島
神
社
例
祭 

 
 

◆
巌
流
佐
々
木
小
次
郎
剣
客
慰
霊
祭 

 
 

 
 
 

※
武
蔵
と
の
決
闘
よ
り
四
百
年 

 
 

 
 

 

▼
朝
粥
会 

＊
四
月
二
十
一
日 

▼
戦
没
者
慰
霊
祭 

＊
四
月
二
十
二
日 

 
 

 

▼
南
風
泊
小
型
機
船
底
引
網
漁
協
大
漁
祈
願
祭 

 

＊
四
月
二
十
五
日 

 

▼
昭
和
祭 

＊
四
月
二
十
九
日 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
五
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
塩
釜
祭 

＊
五
月
五
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
十
九
日
～
二
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
五
月
二
十
一
日 

◇
四
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

  

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
監
査
会 

＊
四
月
三
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
総
会 

 

＊
四
月
四
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
総
会 

＊
四
月
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
総
代
会
研
修
会 

＊
四
月
四
日 

   
 

◇
全
国
植
樹
祭
天
皇
皇
后
両
陛
下
奉
迎
実
行
委
員
会 

＊
四
月
六
日
、
二
十
六
日 

◇
下
関
支
部
研
修
会 

＊
四
月
九
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
四
月
十
二
日 

 
 

◇
支
部
三
役
会 

 

＊
四
月
十
四
日 

 
 

◇
支
部
幹
事
会 

＊
四
月
十
六
日 

 
 

◇
下
関
神
社
雅
楽
会
奉
納
演
奏
会 

 

＊
四
月
十
七
日 

 
 
 

※
当
宮
に
て
開
催 

 
 

◇
山
口
県
八
幡
宮
会
役
員
会 

＊
四
月
二
十
六
日 

 
 

◇
支
部
聞
く
会 

＊
四
月
二
十
七
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
四
月
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十
五
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
四
月
六
日
、
二
十
三
日 

 

▼
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
四
月
十
一
日
、
二
十
五
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◇
下
関
協
議
会
総
会
、
自
主
研
修 

＊
四
月
二
十
六
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
迫
町
自
治
会
組
合
長
会
議 

＊
四
月
二
十
一
日 


